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人間を救うのは、人間だ。
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これまで、青少年赤十字が取り組んできた防災は、発災後の

自分が助かったことを前提とした救急法などが中心で、「人を

助けるためには、まずは自分が生きなければならない」という視点

がありませんでした。そこで、東日本大震災を教訓に、自然災害

に向き合ってきた日本赤十字社と現場の教員が、授業ですぐに

使える防災教材を気象庁等の監修のもと作製しました。

防災の授業では、未来を担う子どもたちに、自然災害の正しい

知識を身につけさせ、自分の命を守る力をつけるようにして

います。そして、この授業が地域、家庭での防災意識を高め、

周りの命を救うことにつながっていくことが目標です。
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青少年赤十字加盟校と地域赤十字奉仕団との相互交流



考え　実行する．

2015年12月6日は、地域防災の日。

静岡市立清水浜田小学校では、地域

住民と全児童が一緒になって防災訓

練を行いました。清水浜田小学校は海

川に近く、静岡県内の中でも防災意識

の古い地域です。2015年の防災訓練

は今回を含め7回目、地域住民との共

同訓練は初の試みでしたが1091名が

参加し、共助の大切さを確認。その後、

篭　児童たちは教室にもどり、青少年赤十

篭字防災教育プログラムほもるいのち
t

盲　ひろめるぽうさい』を教材にした綬業

を受けました。

「家の人と避難場所について話しましたか」

「はーい」

子どもたちの元気な声が響く4年1組では、事前授業とし

て『まもるいのち　ひろめるぽうさい』に添付している

DVDを見せて予習。宿題としてでていたのが、「家族の避

難場所」について。児童たちの発表は「清水合同庁舎」「テ

ルサ」「桜ケ丘公園」などに加え、マンションやホテルなど

高い建物の意見が多くでました。津浪を想定しているから

で、この地域特有の危機感の強さを感じます。

つづいて担任の安藤美奈先生が児童たちに問いかけた

テーマは、「何をカバンの中に入れて逃げるか考えよう」。

先生が手にしたカバンのイラストのマクネット教材（赤十

字静岡が提供）に、「なに？」という児童たちの日がきらり。

これは避難に必要なものは何かを考えさせる教材で、

カバンのイラストの84サイズほどのマグネットに、水、毛

布、お金、携帯電話、服、食料、薬などの所持品が描かれた

マグネットが用意されています。所持品マグネットはサイ

スが異なり、全部をカハンの中に納めることはできません。

重なったり、はみ出してはいけないのがルールです。何を

優先して、何をあきらめるかが問われます。

児童たちは4人一組の班に分かれ、班ごとに何を持ち出

すかを話し合い決めることに。時間は、わずか3分。地震が

起きて、持ち出す際の時間を想定してのことです。児童た

ちは、お互いの意見をぶつけ合いました。食料、衣料、水ま

では共通しますが、この先がまとまりません。

祖父母のためにと「薬」をカバンの中に入れている班が

多くありましたが、「お金」「写真」という意見も。議論が白

熟して全部の班の発表には至りません。3分という時間の

短さも、身をもって体験する場にもなったようです。

そして、授業の最後に安藤先生が児童たちに言いました。

「持ち物は大切です。ですが、いのちはもっと大切です。時

間がないときは、何も持たず逃げてください」
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」ための、いのちの授業。

句（
他校と情報交換をして、さらに防災教育を進めたい。
本校では、「気づき考え実行する」というJRCの実行目標をそのまま、校訓としています。そして、

防災に対しての意識も高く、防災酬横や授業なども積極的です。防災教育をするには、目に見える

資料があると助かります。そのため、すべての先生がすぐ見られるように、各自のパソコンの中に

日赤の防災教育プログラムほもるいのち　ひろめるぽうさい」の内容をダウンロード済みです。

今後は、他校の取り組みなどの情報をいただいて、他校と情報交換をしていきたいです。

自分と違う考えがあることを学ぶ
今回は、何が必要かを考えましたが、次はなぜ必要かを考えていきます。自分と人では逢うことを

学ぶ機会にもなります。初めての授業でしたが、日赤の資料はとても役に立ちました。児童たちは

DVDを流すと、途中で「止めて」と言って、メモをとっていました。避難する際に持っていく物品について

考えるマグネットも、使いやすくわかりやすかったですね。児童の関心をひく効果がありました。

沫族で防災の話をするきっかけに
今回のような防災授業があったために＼家族で防災の話をするきっかけになりれた0実際に授業

を聞いていると、親の自分が反省する点も少なくありません。例えば、家に災害時の持ち出し晶を

＼　用意してあるのですが、その場所を知っているのは自分だけだったことに気づきました。その場に

自分がいないことも考えられますので、子ともたちに教えておくようにします。

結局、大切なものは「いのち」だって教わりました。

授業を受けた4年生の感想。



青少年赤十字（JunlOrRedCroSS，JRC）

の目的は、児玉・生徒が人道・博愛の赤十

字の精神に基づき、世界の平和と人類の

福祉に貢献できるよう、望ましい人格と

精神を自らが形成することです。

JRCは学校教育の中で展開されます。その活動は、クラス単

位、学年単位、委員会や部活動単位、学校単位など、学校の状

況に合わせてさまざまです。

／

噸露琵琶冤撃診
基礎的な応急手当の習得、災害に対

する備えなど、健康・安全のための

知艶や技術を学びます。

㊧けがの手当や心肺蘇生などを

学びます。

㊧炊き出し訓練を通じて災害に

対する備えを学びます。

子どもたちが「気づき・考え・実行する」過程を重視し、単なる

技術伝達でなく「やさしさ」やr患いやりの心」を育みます。

JRC活動は学校の教育活動そのもの。その学校の教師が指

導者となって、各学校の教育計画の中に位置づけて実施し、

学校、地域社会を活動の場としています。

■－JRCの3つの桂”

●いのちと健康を大切にする

；ん人間として社会のため、人のためにつくす★任を自覚し、実行する

●広く世界の書少年を知り、なかよく助け合う精神を養う

』閑雷の活動肉審

喫詔豊整琵診　窃窃監辺効
高齢者施設訪問や地域の清掃、募　　赤十字のネットワークを通じて、世

金活動などを通じて、学校外の人た　　界が抱える諸問題を学んだり、海外

ちと交わりながらボランティア活動　　の仲間たちとの交流を通じて、国際

を実施します。　　　　　　　　　　　　理解を深めます。

争体験を通して、車いすの扱い方　　㊧海外の赤十字社のネット

や高齢者への理解を深めます。　　ワークを通じて支援・交流事

業を行います。

高校生メンバーで組織された高校協議会定例会の活動報告や防災教育、

JRCの最も特徴のある教育プログラム「リーダーシップ・トレーニングセンター」などを掲載しています。



＋静岡県支部〒420－0853静岡市棄区追手町44・17

白水赤十字社　　TELO54－252－8131http〟wwwshlZuOkaJrCOrJP
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